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大島町地域公共交通計画策定を契機とした体系的な
公共交通利用促進・利便性向上の取組み

1 大島町の概要

2 大島町の交通を取り巻く環境

(1) 位置とアクセス
• 東京都大島町は伊豆諸島の最北端に位置する町
• 東京・竹芝から高速ジェット船で約1時間45分
• カーフェリーは就航しておらず、本土との交通
手段は高速ジェット船、大型客船、飛行機のみ

出典：大島観光協会HP
図 大島町の位置とアクセス

写真 大島町と町外を結ぶアクセス手段
(左：大型客船 中央：高速ジェット船 右：飛行機)

(2)人口
• 人口は約7,000人、そのうち65歳以上は約2,700人
⇒高齢化率38.6％
⇒高齢者の免許証返納や移動手段確保が課題

• 人口減少・少子高齢化が進行

(3)地勢
• 島全体を1周すると約43㎞
• 高低差の大きい地形で獲得標高は
約800ｍ

• 海岸沿いの平地部に集落が立地

(4)観光
• 伊豆大島ジオパークに認定
• 島全体を覆うように椿林が広がっており、2～3
月には島全体に咲き誇る椿の花を見るために、
多くの方が来訪
⇒2～3月には椿の開花に合わせて「椿まつり」
を開催
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年間来島者数：24.4万人

※直近最多

右図 平成29年の来島者数の月別割合
(来島者数が最も多かった年)
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(1) 輸送資源の全体像
• バス事業者1社、タクシー事業者6社が運行
• レンタカーやレンタサイクル、レンタルバイク
の事業者も複数あり

• その他、スクールバス(町委託で大島タクシー
協会が運行)や病院送迎、介護施設送迎が運行

• 出帆港に合わせた運行⇒その日の気象条件に
よって出帆港が決まり、出帆港によって運行ダ
イヤ等が変わることが特徴

• 観光繫忙期には移動手段が全体的に不足

(2) 公共交通の状況
• 路線バスの利用者数は増加傾向にあったが、
令和元年以降に大きく減少
⇒日常生活における重要路線を維持するた
めに、運行経費に係る赤字分を町が全額補
助(令和2年度は約8,800万円)

• タクシーはドライバーの高齢化に伴い、運
行台数・事業者が減少

• 観光繁忙期・閑散期での交通需要の変動が
大きく積極的な投資が困難

図 大島町内の交通ネットワーク

写真 高低差の大きい地形の様子

(3) 生活必需品としての自家用車
• 町民の主な移動手段は自家用車
• 自動車を運転できない人は隣近所で支え合い
⇒人口減少・高齢化、共働き世帯の増加で支え合いが困難

平日・全目的

凡例 トリップ数

町全体 13,633.4

18歳以下 1,613.0

19歳以上64歳以下 7,673.5

65歳以上74歳以下 2,199.4

75歳以上 2,147.5
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資料：大島町ミニパーソントリップ調査(令和5年実施)
右図 年代別の平日・全目的の代表交通手段分担率

3 地域公共交通計画策定を契機とした体系的な公共交通利用促進・利便性向上の取組みの実施

広域ネットワークを担う交通
サービスの維持・確保

柱
1

•住みやすい快適なまちづくりに資す
る広域ネットワークの維持・確保

•若者がUターンしやすい環境の一環
としてのネットワーク

町民の生活や観光需要に対応
したフィーダー交通の再編

柱
2

•安心して暮らせる環境を作るための
フィーダー交通の再編

•観光需要に対応した移動手段の確保

誰にでも分かりやすく使いや
すい交通サービスの確立

柱
3

•分かりやすい情報提供
•利用しやすい交通サービスの提供

自動車以外の交通手段も利用す
る新しい       や      の推進

柱
4

•自動車にばかり頼らない
ライフスタイルの推進
•レンタカー以外を活用した
ツーリズムの推進

日常の需要に対応した
使いやすい移動サービスが必要

課題
2

•島外連絡交通（航空機、船舶）や町内
移動に対応したダイヤ調整が必要

•通院や買い物などの日常利用ニーズに
あった運行ネットワークが必要

•町内の移動に関する取組みの整理が
必要

来島者も利用しやすい交通環境
整備が必要

課題
3

•不足する移動手段への対応が必要
•観光来訪における移動需要への対応が
必要

•移動サービスにおけるキャッシュレス
決済等への対応が必要

•町内の移動手段に関する来島者への
情報提供が必要

自動車以外の交通手段の利用促進
が必要

課題
4

•免許返納者の公共交通による移動手段
の確保が必要

•町民のライフスタイル・移動実態に
あった移動サービスが必要

•公共交通の利用促進に向けた町民の
意識の醸成が必要

観光繁忙期と観光閑散期での
移動需要の変動への対応が必要

課題
1

•観光繁忙期の多客状況に対応できる
サービスが必要

•観光閑散期の非効率な輸送状況を改善
する必要

6.モビリティ・マネジメント実施

① 公共交通案内の充実
② バスの乗り方教室の実施
③ 公共交通の利用促進につながる取組みの実施
④ エコツーリズム等の推進

1.移動需要に合わせた町内の交通ネットワーク再編

①通学需要に合わせた運行ダイヤ・ルート等の再
編 ★

【重点】

②バス・タクシー・スクールバス・移動送迎サー
ビス等の複数の交通手段の連携による需要に応じ

た交通ネットワークの確保 ★

【重点】

5.誰もが利用しやすい交通サービスの導入・推進

① キャッシュレス対応サービスの導入・推進
② 経路検索サービスでの情報提供サービスの導入・推進
③ バリアフリーやユニバーサルデザインに対応した車両
の導入・推進

4.福祉輸送等の確保

① 福祉や医療分野で実施している移動サービスの維持・
確保・改善

② 支え合い交通の持続可能な体制の確保に向けた自家用
有償運送等の検討

③ 公共交通等の利用を促すチケット等の配布

2.ラストワンマイルの移動手段の確保

① まちづくりと交通ネットワークの連携強化

3.生活や観光行動に対応した新たなモビリティの検討

① 生活ニーズに対応した移動手段の提供
② 主要な観光施設を周遊する観光モビリティの導入★
③ コミュニティサイクルや電動キックボードの活用検討

※★は非繁忙期・繁忙期を考慮した施策検討を想定

(1) 地域公共交通計画の策定
• 山積する交通課題に対応するために、町内の関
係者で議論を重ね、地域公共交通計画を策定
(令和4年度：基礎調査⇒令和5年度：計画策定)

• 課題解決メニューを網羅的に検討し、施策の優
先度を整理し実施

資料：大島町地域公共交通計画
図 計画の施策体系

(2) 関係者一丸となった計画の推進
• 計画に位置付けた事業の実施主体の担当者
レベルで議論する事業推進部会を設置

• 交通事業者等のコアメンバー以外に、事業
に関連する他団体の担当者も随時参加し、
事業実施に向けて議論

(3) 帰宅時間帯直通便の設定
• 町北部に位置する都立高校から南部に帰宅
する際には、乗換えバス停で30分以上の乗
換待ちが発生

• 都立高校から南部への直通便を設定し、利
便性を向上
⇒帰宅時は親の送迎等で移動していた高校
生の需要獲得を狙う

(4) 「おおしまバスの乗り方手帳」の作成
• 町民のバス利用促進を図るために「おおし
まバスの乗り方手帳」を作成

• 運賃の支払い方法やお買い物施設へのバス
での行き方等を整理

図 帰宅時間帯直通便の設定
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